第2893号　　　2008年4月6日                                                  　　　　教会年間聖句
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　わたしはぶどうの木で、あなた方は枝です。人　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　がわたしにとどまり、わたしもその人の中にと　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　どまっているなら、そういう人は多くの実を結　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　びます。わたしを離れては、あなた方は何もす　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ることができないからです。　ヨハネ１５：５
　　                                       　　取り除かれた大きな石   　マルコ　１６：１－８　

人生において、大きな石が横たわったようなさまざまな不可能と思える困難な事柄に遭遇します。人は辛いことや困難な問題を避けたくなる衝動に駆られますが、あなたはいかがですか。
　イエス・キリストの直弟子たちやイエス・キリストを慕い従って行った当時の人々は、イエス・キリストが十字架につけられて殺されたときの心境はいかほどのものだったでしょうか。絶望でした。ところが青天のへきれきの出来事が起こりました。イエス・キリストが死から復活しました。絶望と思えたことが、喜びと希望に変わりました。
１．失望落胆
　イエス・キリストは裏切られて、真夜中過ぎに逮捕されて十字架につけられるまでの間に、ねたみによる陰謀者たちによる裁判がありました。裁判とは名だけのもので、偽証だらけで暴力を振るうリンチでした。そして見せしめのために十字架を担がされ、悲しみの道を通らされてゴルゴタの丘の十字架に釘付けにされました。激痛の中にあざけり、ののしりの言葉が浴びせられながら殺されるという悲劇は、イエス・キリストに期待し慕っている人々には、大きな悲しみであり、失望落胆となりました。弟子たちには恐怖が襲いました。
主を慕う３人の婦人、マグダラのマリヤ、ヤコブの母マリヤ、そしてサロメたちは死体に香油を塗るために、不安な思いで夜明けの寂しい墓場へ行きました。墓場は人間が最後に行きつくところ、と思うのが多くの人々の考えで
す。しかし神の救いの計画は、人の心に思い浮かんだことのない方法でなされていました(Iコリント2:9）。墓場は永久のものではなく、一時的な仮の宿のようなもので、必要でなくなるときがきます。
２．困難の克服
婦人たちは、墓の入り口に大きな石が横たわっていると、墓に入ってイエス・キリストの死体に香油を塗ることができないので、「墓の入り口からあの石を転がしてくれる人が、いるでしょうか。」と心配しながら行きましたが、横穴に掘られている墓に目を上げてみると、石はすでに神の使いである天使によって取り除かれていました。私たちは立ちふさがっている大きな石のような障害物を見ると、困難を覚えて後ずさりをしてしまいがちになります。人はどうしても目先の困難なことが気になり過ぎて、問題に取り組もうとする勇気を失います。そして多くの人が、自ら間違ったマイナスの判断を下してしまいます。不可能と思えるようなことでも、主にとっては不可能なことはありません。たとい石はそのままあっても、復活された主は出てくることができました。主イエス・キリストは、「死につながれていることなど、ありえない」(使徒2:24)お方です。そして主にしっかりとついている者は、罪と死から守られています。大切なことは、復活の主にお会いして信じて従うことです。多くの人は主を信じて従ったなら、主がすぐに辛い困難な問題を取り除いて直ちに楽にして欲しいと望みますが、必ずしもそうとは限りません。人は自分の都合のよい方を望みますが、多くの場合、主の思いと人の思いとは異なり、困難な問題に取り組んで主の方法で克服するように主は望んでいます。弱いところに主が力を与え、主の業があらわれ、神に栄光をあらわすことができるようにしてくださいます。
３.　復活の喜びのニュース　
天使は驚いている婦人たちに、主が死から復活されたことを弟子たちに、特にペテロを名指して伝えるようにいいました。主を否定して裏切って自責の念に悩んで失望落胆していたペテロには、想像できないほどの朗報であったことでしょう。ペテロとヨハネは一目散に墓に向かって走り、若くて足の速いヨハネは先に着いて墓の入り口にかがんで中を見ていたけれど、遅れて走ってきたペテロは、ストレートに墓の中へ走り込んで中身が蒸発したような形の布を見て主の復活を信じました。その後主は１１人の弟子たちに現われ、彼らに平安を与え、聖霊を受けなさいといって息を吹きかけ、宣教命令を与え、聖霊を送る約束をしました。失敗しても主は立ち上がらせ、一人ひとりの賜物を生かして福音のために用いてくださいます。
　主イエス・キリストの復活はその当時の人々にだけの朗報ではなく、今の私たちへの朗報でもあります。復活した主が当時なされたことは、今でもなされており、信じて従う者に働いています。主は救いの業を完成して、神の右に座してすべての権威を持ち、大祭司として今もとりなしていてくださいます。　　　　　　　　　　　＜鈴木光夫＞
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